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「ダイバーシティ&インクルージョンに関する人々の考え」 

についての調査の概要 

 

当センターでは、2022年 3月に「ダイバーシティ&インクルージョンに関する人々の考え」

について調査を行いました。本調査でご回答いただきました皆様には心より感謝申し上げま

す。 

今後、項目間の相関関係を分析して、さまざまな偏見間にどのような関連が見られるかを明

らかにしていきます。今回は、調査の概要のみを共有し、調査の実施報告といたします。 

 

＊本報告書のデータおよび図表の無断利用・掲載はご遠慮下さい。 

 

1．調査の目的 

ジェンダー、セクシュアリティ、国籍、文化、年齢、障がいの有無や程度などに対する人々の

考えを明らかにする。 

 

2．調査方法 

• インターネット調査会社のモニターを対象に、オンライン調査を実施 

• 調査時期 2022年 3月 

 

3．調査対象者 

• 日本在住で 20歳以上の男女 1000人 

性別（出生時の戸籍・出生届の性別） 

女性 500名（50.0％）、男性 500名（50.0%） 

年代 

20～29歳男女各 100名（20.0%）、30~39歳男女各 100名（20.0%）、40~49 歳男女各

100名（20.0%）、50~59歳男女各 100名（20.0%）、60～69歳男女各 100名（20.0%） 

居住地 

 

※本調査は、性別や年代による比較を行うことを目的に、均等割付を行いました（戸籍上の男

女の 20歳代～60歳代 100人ずつ合計 1000人を回答者としました）。そのため、結果を解釈す
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る際には、回答者の性別・年代別の分布が、母集団として想定している日本全国のものとは異

なっている点にご留意ください。 

 

4．性自認と性的指向について 

本調査では、セクシュアリティ以外にも、民族、障がいなど、さまざまな項目にご回答いた

だきましたが、セクシュアリティに関する回答のみ、ここでその一部を取り上げています。一

般にセクシュアリティのあり方の割合は社会調査で把握しにくく、調査例もさほど多くありま

せん。本調査結果が把握の一助となれば幸いです。 

なお、上述の通り、本調査の回答者の性別・年代別の分布は、母集団として想定している日

本全国のものとは異なっています。ご留意ください。  

 

【自分自身の性別意識】 

• 「あなたの性別（出生時の戸籍・出生届の性別）をお選びください」の設問の後、「あなた

は今のご自分の性別を、出生時の性別と同じだととらえていますか。以下の中からあては

まるものをすべてお選びください」の設問に回答してもらった。   

• 「出生時の性別と同じ」96.7％のうち「出生時の性別と同じ」のみ
、、

を選んだ人は 96.4％で

あった。 

• 参考までに、釜野らによる 2015年の全国調査（住民基本台帳による層化二段無作為抽出）

では、95.2%が「戸籍上の性別と同じ」と認識していた。 

 

参考：釜野さおり・石田仁・風間孝・吉仲崇・河口和也 (2016). 『性的マイノリティについての意識―

2015年全国調査報告書』科学研究費助成事業「日本におけるクィア・スタディーズの構築」研究グループ

（研究代表者広島修道大学河口和也）編. 研究代表者の河口教授は当センターの連携研究者です。 

 

図.自分自身の性別意識 
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【自分の認識にもっとも近い性別】 

• 続けて、「別の性別だととらえている」、「違和感がある」と回答した 19名に、「今のあなたご

自身の認識にもっとも近い性別を、ひとつだけお選びください」の設問に回答してもらった。 

図. 自分の認識に最も近い性別 

 

【自分自身の性的指向】 

• 設問「次の中で、あなたご自身にもっとも近いと思うものをひとつだけお選びください」

で選択肢を提示して回答してもらった。 

• 参考までに、釜野ら（前掲）による 2015年の全国調査（住民基本台帳による層化二段無作

為抽出）では、「あなたはご自身を、異性愛者（異性だけに恋愛感情を抱いたり、性的に惹

かれたりする人）だと思いますか」「はい、考えたことがない、いいえ」のうち「はい、考

えたことがない」の合計は 89.4%だった。 

 

図. 自分自身の性的指向にかんする問いへの全体、性別、年代別の回答 
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